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◎ どのような研究をしていて、どんなことに役立つのか？ 

“人と自然がうまく調和した地域固有の風

景”を保全・創成するための、景観やまちづく

りの計画やマネジメントに関する実践的研究

に取り組んでいます。 

現在、人口減少や地域の衰退、生活スタイル

の変化などによって、長い年月をかけて継承さ

れてきた地域固有の風景が、急速に失われつつ

あります。地域の風景を特徴づける自然や歴

史、生活文化などの“地域資源”を発掘し、

その価値を読み解き、それらを持続可能な形

で活かすための住まい方や仕組みづくりが求

められています。 
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◎ 学生に向けて一言 

〇〇遺産認定など、地域資源を見直し、地域再生につなげる動きが各地で起

こっています。それらに最前線に取り組む行政や地域住民とともに実践的に取

り組む調査や研究に興味のある方は、ぜひお気軽にご連絡ください。 

地域固有の伝統的風景の例（赤穂市） 

地域の景観資源の抽出例（三田市） 


